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コンソの目指す姿 「Diversity, Equity & Inclusion」

～多様なメンバーが 学校を超えて フラットに学び合い 繋がる～

ビジョン 大学間連携・産官学連携で

「人が繋がり、多様な学びを共創する“ひょうご神戸“」

外部
環境

内部
環境

戦略 ①情報共有と発信 ②人的交流の促進

③ステークホルダーとの有機的連携

市場機会の特定

セグメンテーション

ターゲティング

ポジショニング

大学コンソーシアムひょうご神戸の付加価値について
～コンソの認知・イメージアップ施策検討用「加盟校教職員へのアンケート調査」に向けて～

2022年度

策定

マーケティングミックス

プロダクト・プライス・プレイス・プロモーション

2023年度

策定

※実行・モニタリングでPDCA回す

【アンケート目的】
教職員・学生・地域社会のステーク
ホルダー等に対するコンソの
認知度向上、イメージのアップのた
めの事業設計、広報活動等に生かす
ため

【アンケート活用】
●現状把握することで今後の効果的
な情報発信施策に活用

●理想ターゲット層を増やす施策の
立案

※ターゲットペルソナのカスタマージャーニー
は別紙参照（お手隙時にお目通し下さい）

【成果】※短期目標は10月末

●市場機会を特定し、（神戸PF等との）

 差別化
●ステークホルダーにおけるコンソ
の認知・理解・関与を高める

中長期計画Ⅱ期（柱4）

「加盟校が活性化する大学間連携組織

としての運営体制の構築」

7月企画運営委員会
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教職員における大学コンソーシアムひょうご神戸の認知

●職員・教員におけるコンソ認知は81%、理解度は59%。想定より認知されている状況。
●特に一般職員の課長以下には、一定の認知があると言える（合計38％）
また教授も合計17％認知されており、 “知っている人は知っている”状態。

59%22%

9%

4%

6% 知っているし、活動内容も分かる

知っているが、活動内容は分からない

聞いたことがある程度

名前は聞いたことがある

知らなかった

自大学の「学生」の何割が、コンソを認知していると思うか？

●過半数となる65%の人が「1割以下」と回答。
自学の学生には10％も知られていないと認識されている。

65%

29%

4% 2% 0%

1割以下

2～3割

4～5割

6～7割

8割以上

自大学の「職員」の何割が、コンソを認知していると思うか？

●最も多いのが「2～3割」と回答（32％）。次いで、「4～5割」と回答（26％）。
多くはないが、一定数の職員が知っていると感じている。

10%

31%

27%

16%

16%

1割以下

2～3割

4～5割

6～7割

8割以上

自大学の「教員」の何割が、コンソを認知していると思うか？

●最も多いのが「2～3割」と回答（32％）。次いで、「4～5割」と回答（28％）。
多くはないが一定数の教員が知っていると感じている。

15%

32%

28%

14%

11% 1割以下

2～3割

4～5割

6～7割

8割以上

アンケート結果（270件・33校）まとめ① 8月企画運営委員会



コンソのイベントの告知などは、どこで行われているかコンソの強み・特長と思うもの

加盟大学数 121 13%
加盟大学の合計学生数 48 5%
留学生ネットワーク 57 6%
留学生支援の実績 62 7%
キャリア支援の実績 41 4%
大学間の交流 178 19%
イベントの企画力 63 7%
地元企業とのつながりが深い 71 8%
産学連携の実績 77 8%
高大連携の実績 32 4%
FD・SDの実績 42 5%
加盟大学の教授や学生、OBOGの活用 25 3%
加盟大学とつながりある企業やスポーツチームなどの活用 28 3%
官公庁とのつながり 68 7%

913

学生向けホームページ 92 15%
留学生向けホームページ 22 4%
一般公開している大学のホームページ 79 13%
学生向けにメール送信 86 14%
留学生向けにメール送信 29 5%
学内の掲示板 161 27%
キャリア支援センター内の掲示板 35 6%
大学の公式SNS 26 4%
授業内で告知 15 3%
その他 55 9%

600

コンソの認知アップのため、どの層をターゲットにすべきか

27%

13%

12%

18%

8%

11%

11% 1～2年生

3～4年生

留学生

教職員

高校生

地元の企業

地元のメディア

●「１～２年生」を優先すべきとの声が多い。「３～４年生」向けを挙げる声は限定的。
●「総合大学の教職員」を挙げる声が多く、いかに総合大学との交流を広げるか、リソース
活用ができるかが１つの鍵と言える。

アンケートのまとめ

アンケート結果（270件・33校）まとめ②

課題①
認知

教職員には一定認知があるが、加盟校学生の認知は10％未満。
⇒学生の認知と利用促進を高めるべき！

課題②
理解

・「大学間の交流」「加盟校数」が強みと認識されているが、
他は強みとしての認識が弱い。具体的なメリットベースでない。

・「加盟大学の教授や学生、OBOGの活用」「加盟大学とつなが
りある企業やスポーツチームなどの活用」等を活用できてない
⇒強みをより活用し、効果的・効率的なアピールをすべき

課題③
ターゲット

対象学生は、１～２年生ないし高校生向けに行うべき
⇒ニッチターゲットではなく早期学生からの取込みを狙うべき

課題④
伝え方

コンソの取組の告知は、掲示板や学内向け／一般向けホームペー
ジが主となっており、“それ以外にない”感がある。

⇒SNSなど、学生にもっと伝わるチャネル活用を！



加盟校の課題

➢ どの大学も共通するのは、入学者の確保、資金調達が主。
➢ 中小規模の大学に追加で共通して入るのは、認知やブランディングが低い、事務スタッフ不足。
➢ どの大学も喫緊の課題を抱えており、なんとかやりくりしている現状が見られる。

コンソ参画のメリット

➢ メリットとして共通するのは、学生の交流（他大学の学生やナレッジ等）
スタッフ目線では、職員同士の横のつながりや、研修などによる知識の補完が挙げられた。

➢ 私立の中小規模大学は、補助金採択のメリットも挙げられていた。

➢ 挙げられたメリットは教科書的なものが多く、実感値のある効果、課題解決につながるものかという意味では
補助金の件を除くと、あまりないのが実情と言える。

コンソへの理想

➢ 全体的に、コンソへの理想像、希望はあまり挙げられなかった。

➢ 声としては、職員研修などスタッフ不足の解決が多く、中長期のゴールというより身近な課題解決であった。

➢ メリットの平等性や、大学同士がライバルでもあることから、大きく利活用できる組織という認識されてない。
「明確なメリット」の成功事例を作り、増やし、認識を変えることが重要。

9月企画運営委員会



＜加盟校のメリットにつながるコンソの役割＞
≒コンソのプレゼンス向上につながる取組みの方向性

１．PR・プロモーション
…各大学の認知度の向上・PR強化が入学生の確保や外部資金の調達に繋がること。
①学生によるSNSアカウント運用 ②共同開講

２．学内業務の効率化
…若手職員に対して研修や、ナレッジの共有や機会提供、緊急時対応など
①FD・SDの共通化 ②共同調達 ③大学で働く契約職員の人材紹介

３．外部資金の調達
…補助金や企業等から外部資金を獲得すること
①補助金・助成金サポート

〈補足〉
「学生同士の交流」「学生の学びの幅を広げる」ことは、一定できている、ベースとしてある認識。＝事業として最低限の位置づけに近い。
ここを担保した上で、出資者である加盟校が実感値としてのメリットを感じることが必要。

コンソメンバーワークショップで浮き彫りになった、コンソ活性化の方向性

アンケートでも必要性は
示されていたもの

新たに必要性として
検討すべきこと

10月企画運営委員会
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